
№３２４ 

府立懐風館高等学校 

                                                          校 長  羽 田 真 

平成28年度 学校経営計画及び学校評価 
１ めざす学校像 

一人ひとりの生徒を大切にし、豊かな人間性と確かな学力、課題解決能力を育み、地域との連携を推進しながら、地域で活躍するリーダーを輩出する学校 

１．豊かな人間性（自分だけでなく他人の大切さを認め、互いに助け合い、よりよい社会を創っていく責任感と規範意識を持ち、自律して社会を支える力）を育成する学校 

２．確かな学力と課題解決能力（基礎的な知識や技能を習得し、それらを活用して自ら考え論理的に思考・判断し、表現する力）を育む学校 

３．地域連携（地域とともに、「学び」、「歩み」、地域に貢献し、地域から信頼される）を推進する学校 

４．次世代リーダー（チャレンジ精神とリーダーシップ力をもち、自主的・積極的に学校での諸活動やボランティア活動などの体験に取組む）を育成する学校 

２ 中期的目標 

１「確かな学力」と「学び」への主体性の育成 

（１）H28年度からの専門コース開設にあたり、授業内容の詳細な検討をすすめ、進路実現を念頭においた新カリキュラムでの「学び」の充実をはかる。 

  ア サービスラーニング準備委員会が中心となって、新たな科目(H29年度開始)の詳細なシラバスを策定し、授業内容に即した研修を重ねる。 

    イ 外部機関と連携した授業を取り入れるなど、授業の充実を図る取組みを推進する。 

 ※普通科総合選択の生徒アンケートの中の「『普総選』で学んだこと」への満足度を段階的に引き上げ、平成29年には85％以上にする。 

（２）基礎・基本の学力定着から、課題解決に向けた思考力や表現力をはぐくむことをめざす授業改善に取り組む。 

   ア 「朝学」の学習内容の充実や各種検定への参加、基礎学力向上をめざす教材等を通じて、家庭での学習習慣、基礎的・基本的な学力の定着をはかる。 

イ 授業見学の取組みの活性化、ICT機器の整備・活用を通じて、授業改善の取り組みを推進する。習熟度別授業、少人数授業の効果的な運用を図る。 

   ※授業アンケート（2回）の学校平均（H26年度3･07 H27年度 3･09）を毎年段階的に引き上げ、平成29年度には3.20以上をめざす。 

   ※普通科総合選択制の生徒アンケートの中の「身についた学力」の中の、「考える力」(H26 63.8％ H27 65.4％)「表現する力」(H26 62.8％ H27 56.4％)「発表する力」

(H26 61.8％ H27 44.6％)「コミュニケーション力」(H26 62.8％ H27 68.8％)を、それぞれ引き上げ、平成29年度にはそれぞれ70％以上をめざす。 

２ 基本的な生活態度の確立に向けた指導体制の構築 

 （１）規範意識醸成のため、あいさつ運動やマナー向上の全校的取組を推進し、遅刻指導を徹底する。 

   ア 遅刻撲滅に向けた校内取組体制を全教員の共通理解のもとで再構築するとともに、家庭との連携協力体制を確立する。 

   ※生徒の年間遅刻総数1000以下（平成26年度922 27年度837）を維持するとともに、遅刻総数／在籍生徒数1.0以下をめざす（平成26年度1.34 27年度1.00） 

   イ 全教員やクラスの風紀委員による朝の「おはよう」運動と日常の学校生活における挨拶を奨励する。 

   ウ 制服指導や交通マナーなどの向上や校内美化に向けた取組みを推進する。 

    ※学校教育自己診断における「挨拶をする」生徒（平成26年度75% 27年度77%）の割合を毎年段階的に引き上げ、平成29年度には80%以上をめざす。 

 （２）教育相談室の整備と相談教員の常駐体制を確立する。 

   ア 教育相談委員会を中心に生徒情報の収集に努め、全教員でこれを共有するとともに、学校として家庭・地域との連携を密に行う。 

   イ 支援教育コーディネーターを中心に、課題のある生徒に対する個別支援の取組みを推進する。 

   ※学校教育自己診断における「相談できる体制ができている」生徒の割合（平成26年度59% 27年度74%）を毎年段階的に引き上げ、平成29年度には75 %にする。 

３ 「志」や「夢」の実現に向けた指導計画の確立と指導・支援の充実 

 （１）進路目標設定から進路実現まで3年間を見据えたキャリア教育を展開する。 

    ア 高い志を持ち続けることができるよう、「自分を知る」をテーマとした進路学習の指導計画と、授業や「総合的な学習の時間」とＬＨＲの時間を連動させた年間指

導計画を策定し、生徒の進路実現をはかる。 

   ※生徒の進路希望実現率（志望先への合格率）90%以上をめざし、進路未決定者を３％未満に減少させる。 

（H27 実現率85.4％ 大学61％ 短大91％ 専門学校等88％ 就職80％、進路先未決定<浪人・非正規雇用を含む>全体の3.1％) 

   ※普総選ｱﾝｹｰﾄ「卒業後の進路は自分が選択したエリアと関連がある」（H26 49.3% H27 52.5%）「自由選択科目は進路を実現する力をつける上で役に立った」(H26 53.3% 

H27 61.9%)を毎年段階的に引き上げ、平成29年度はそれぞれ59％と63％をめざす。 

   イ 生徒の進路実現に向けた進路指導体制を構築して、講習・補習などの手厚い学力支援体制を確立するとともに、キャリア教育の一環として漢字検定、英語検定、パ

ソコン検定等に生徒がチャレンジすることを一層促進する。 

ウ 近隣大学（四天王寺大学・関西福祉科学大学等）や関係機関等との連携を通して、生徒が進路意識を高め、進路実現のための学習や体験ができる機会を確保する。 

（２）豊かな人間性の形成に寄与する人権教育を展開する。 

  ア ３年間を通した人権教育の指導計画を策定し、身近な事柄を通して、生命の尊さへの気づきや思いやりの心など豊かな人間性を身に付けさせる。 

４ 地域と連携した安全・安心で、魅力のある学校づくり  

（１）地域と連携した取組みを推進するとともに、広報活動を強化して学校の魅力を発信する。 

   ア 生徒の出身中学校訪問、学校説明会への参加、地元の各種イベントへの参加や協力等を通じて、生徒の自己有用感を高めるとともに、本校の特色を広く周知するよ

う努める。 

   イ ICTの活用等により情報化・効率化を図り、教職員が時間的・精神的な余裕を持てる環境を整備するとともに、積極的な情報提供、広報活動を展開する。 

（２）地域と連携した、安全・安心、環境美化・保全等の取組みを推進する。 

ア ＰＴＡと連携しながら、あいさつ運動や校外清掃、環境美化の取組みを推進する。 

   イ NPO等と連携しながら、生徒とともに地域の環境保全活動に取り組む。 

   ウ 地域の外部人材や施設を活用しながら、生徒の学ぶ意欲の向上や進路実現のために役立つ体験的な授業や講座を開催する。 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［平成28年１月実施分］ 学校協議会からの意見 

【全般】肯定的回答率が昨年度より上昇した項目は、「生き方、命の大切さ、社会のル

ールについて講演等で学ぶ機会がある」「大学等外部の講師から授業を受けたり、

講演を聞いたりする機会がある」「授業以外の学習時間一日１時間以上」の３項目

であった。昨年度は、開校以来もっとも肯定的回答率が高かったため、その年度を

上回ったことは、「人権学習」「地域連携・キャリア教育」に取り組んできた成果が

表れたものと考える。 

【学習指導】授業以外での学習時間が微増したことは評価できるが、「授業はわかりや

すい57%(13%減)」「授業に充実感や満足感がある47%(12%減)」にみられるように、

授業に対する満足度が低下している。これは、生徒の授業に対する要求度に教員が

応えられていない証拠であり、「授業でまとめたり、発表する機会がある 44%」か

らも、生徒主体の能動的な学びを徹底する授業への改革が急務である。 

【生徒（進路）指導】「マナーやルールを守って生活している 92%」からも、生徒指導

面は安定した学校となった。「困ったことに対する相談できる体制がある 67%」で

わかるように、生徒の安全安心を守る姿勢は、約７割の生徒から信頼を得ている。 

  「生徒・保護者に、進路についての情報が提供される80%」は、依然として高率で

あり、進路指導に関しては満足のいく結果となっている。 

【その他】「他の学校にはない特色がある 77%」においては、普通科総合選択制やコー

ス制の特色が理解され、愛されていると取ることができる。今後も、他校にない特

色を維持していきたい。 

     

第１回(H28.7.21）第２回(H28.12.16) 第３回(H29.2.22) 

○８期生からの新カリキュラムについて（つけるべき力など） 

 ・古典は苦手に感じる生徒もいるだろうが、多くの生徒は卒業後学ぶことはない、

古くからの歴史のある地域に立地していることも踏まえ、しっかり学ばせるべ

き。数学も、大卒後の公務員採用試験などで基礎的な内容は将来必要となる。 

・アクティブラーニングは、遊び気分で行う生徒もいるので、身につけさせたい能

力を意識した指導をするべき。少人数で、メンバーを固定しないことが大切、ジ

グソー法やクロス法なども良い方法。よって人件費はかかる。 

・新たな専門コースの充実のために、高校の教員が保育園等の現場の声を聞き保育

の現状をさらに知ることも大切ではないか。 

・今日の学生はプレゼンテーションのように大勢に対して話せても、１対１で話す

力が弱まっている。目の前にいる人間も自分と同じなのだという意識が重要。 

○キャリア教育及び地域連携について 

 ・保育所体験、職場体験、支援学校との交流等、実際に現場で体験し外部の人間と

交流することは生徒の進路選択や人格形成に非常に有意義であり継続するべき。 

○高校に望むもの、授業アンケートの結果について 

 ・中学も高校もめざすのは生徒の生き生きとした姿。懐風館高校で卒業生は楽しく

学校生活を送っていると言っている。 

・授業アンケートの結果は、他校と比べたりするのではなく、本校の校風を踏まえ

て、本校の変化の中で見ていくべきである。 
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府立懐風館高等学校 
３  本年度の取組内容及び自己評価 

中期的

目標 
今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 自己評価 

 

「
確
か
な
学
力
」
と
「
学
び
」
へ
の
主
体
性
の
育
成 

 

（１）H28 年度からの専

門コース開設及び普

通科開設に向けたガ

イダンス 
 

ア 類型（人文・理数・

看護医療）及び専門コ

ース選択のためのガイ

ダンス委員会を立ち上

げ、資料を作成する。 

イ 新しい科目（サービ

スラーニング）の詳細

なシラバスや授業内

容関する研修をし、平

成 29 年度からの開講

に備える。 

 
（２）基礎的な学力の定

着と「分かる授業」「表

現力・発表力をはぐく

む授業」をめざした授

業改善の取組みを推進

する。 

ア 基礎学力の定着をは

かる取組みを推進す

る。 

イ 授業改善の取組みを

推進する 

 

（１） 

ア・生徒の学力伸長、進路実現を図るとい

う観点にたって、普通科総合選択制の

カリキュラムを運用する（２，３年）。 

 ・専門コース設置に向けて改修した施

設・設備を使用し、それらを活用した

学習活動を展開する。 

 ・８期生が進路希望の実現に向けて正し

い選択ができるガイダンス資料作成を

目標に、教務部・進路指導部・学年・

教科が一体となったガイダンス委員会

を立ち上げ、８月末までにガイダンス

冊子を完成し、コース選択に役立てる。 

イ・ＳＬ準備委員会において、新たな科目

である「サービスラーニング」の細か

なシラバスを作成するための研修を校

内・校外において積極的に取り組み、

８期生向けガイダンスにおいて、その

独自性と意義を生徒に浸透させる。 

・外部機関と連携した保育実習や高大連

携授業や外部講師の活用等を通じて、

授業を充実させるとともに、生徒の資

格取得や進路実現に資する。 

・すべての授業において生徒に考える力

を育て、発表する機会を与えるよう工

夫する。 

（２） 

ア・1学年での英数やエリアでの少人数展開

授業、「朝学」の実施により、生徒の基

礎的・基本的な学力の定着・増進をは

かる。 

イ・授業改善のためICT環境の整備・活用

を促進する。 

・授業改善委員会が主体となって、年２

回（６月、11月）に授業公開週間を設

定し、すべての教科で研究授業を行い、

校内での授業改善のための研究・研修

を活発にする。 

 

 

 

 

 

（１） 

ア 

・Ｈ28年度入学生コース選択用ガイダ

ンス冊子の完成 

・普通科総合選択制アンケートの「自

由選択科目は進路実現に役立っ

た」に対する肯定的回答率を昨年

以上とする。(H27 61.9%) 

イ 

・Ｈ２８年度入学生の専門コース選択

者が４０名を超える 

・学校教育自己診断で「授業で考えを

まとめ発表する機会がある」に対

する肯定的回答率が 50％以上と

する。(H27 44％) 

（２） 

ア 学校教育自己診断で「授業以外に

1日あたり約1時間以上学習（講

習・家庭学習等）をしている」生

徒の肯定的回答率が3割を上回る

こと。（H27 26％） 

イ・学校教育自己診断の「授業はわか

りやすい」の肯定的回答率を維持

する（7割以上とする）（H27 70 %） 

   同アンケートの生徒の授業満足

度（H26 59 %）60％をめざす。 

 

 

（１） 

ア 

・Ｈ28年度入学生用専門コースと類型に関するガイ

ダンス冊子を新たに作成（６月） 

              【評価 ○】 

 ・「自由選択科目は進路実現に役立った」に対する 

肯定的回答率は、56.9％で前年を５％下 

回った。            【評価 △】 

イ 

・Ｈ２８年度入学生専門コース選択者40名 

【評価 ○】 

  ・学校教育自己診断「授業で考えをまとめ発表する 

機会がある」に対する肯定的回答率は４４％で 

前年度と同じであった。 

【評価 △】 

（２） 

ア 

学校教育自己診断「授業以外に1日あたり約1時間

以上学習（講習・家庭学習等）をしている」生徒の

肯定的回答率は27％で前年より微増にとどまった。 

【評価 △】 

イ 

学校教育自己診断の「授業はわかりやすい」の肯 

定的回答率は57％と前年を10％以上下回る結 

果となった。また、同アンケートの生徒の授業満 

足度は47％であり、こちらも10％以上の低下 

となった。 

                   【評価 △】 

基
本
的
な
生
活
態
度
の
確
立
に
向
け
た
指
導
体
制
の
構
築 

 

（１）ルールやマナーを

守り、規範意識に富ん

だ生徒を育成する取組

み 

 

ア 「おはよう」運動の

展開、「あいさつ週間」

の実施 

イ 制服指導や交通安全

指導等の推進 

 

（２）教育相談体制の確

立 

ア 教育相談の活性化 

イ 支援教育コーディネ

ーターの活用 

 

（１） 

ア・毎朝の「おはよう運動」、年３回のあい

さつ週間（各１週間）を実施するとと

もに、業間遅刻をなくすため、毎授業

「２分前着席」の声かけをして徹底を

図る。 

イ・警察・薬剤師等の講師を招いて薬物や

交通安全についての講習会等を実施す

るとともに、全教職員が一致した基準

で指導することを通じて、生徒の規範

意識を高める。 

（２） 

ア・隔週に教育相談委員会を開催し、生徒

情報 の共有化に努める。さらに学年

団会議や職員会議等で全教員が情報を

共有する。 

 ・担任のカウンセリングマインドを高め

る研修を実施するとともに、教育相談

室の整備・拡充及び活用促進のための

周知徹底等、日常の相談体制を強化す

る。 

イ・特別支援教育コーディネーターを中心

に、課題のある生徒の学校生活を支援

する。 

 

 

 

 

 

（１） 

ア・生徒の年間遅刻総数 1000 以下を

維持するとともに、遅刻総数／在

籍生徒数1.3以下をめざす 

（平成27年度837 遅刻総数／在籍生

徒数1.20） 

イ・学校教育自己診断における「挨拶

をする」生徒の割合(平成27年度 

77%)を維持する。 

ウ・学校教育自己診断における「ルー

ルを守って生活している」生徒の

割合（平成27 年度93％）を維持

する。 

（２） 

ア・月に1回以上、支援会議を行う。 

学校教育自己診断における「相談

できる体制ができている」生徒の

割合（平成27年度74%）を昨年以

上とする。 

イ・学校教育自己診断における「生徒 

の困っていることについて真剣 

に対応してくれる」生徒の割合 

（平成27年度65%）を維持する。 

 

（１） 

ア・生徒の年間遅刻総数計557 

在籍生徒１人あたり（0.80）と目標を大きく 

上回る成果を上げ、本校生の安定した高校生活 

の基盤は完成されつつある。 

【評価 ◎】 

イ・学校教育自己診断「挨拶をする」生徒の割合は、

７６％であり、前年の数値をほぼ維持できた。 

【評価 ○】 

ウ・学校教育自己診断「ルールを守って生活している」 

生徒の割合は92％で、前年の数値をほぼ維持で 

きた。 

【評価 ○】 

（２） 

ア・支援会議開催回数19回 

  学校教育自己診断における「相談できる体制が 

できている」生徒の割合は67％と前年を７％ 

下回った。 

【評価 △】 

イ・学校教育自己診断における「生徒の困っているこ 

とについて真剣に対応してくれる」生徒の割合は 

60％で、前年を５％下回った。  

【評価 △】 

 



№３２４ 

府立懐風館高等学校 

「
志
」
や
「
夢
」
の
実
現
に
向
け
た
指
導
・
支
援
の
充
実 

 

（１）３年間を見据えた

キャリア教育の推進 

ア 自己（進路）実現に

向けた進路指導の充実 

 

イ 各学年、各教科によ

る基礎学力の保障及び

卒業後の進路実現を図

る取組みの推進 

 

 

（２）豊かな人間性を形

成するための教育の推

進 

ア 人権教育の観点や

「生徒に育みたい力」

を踏まえた学習活動の

充実を図る。 

 

 

（１） 

ア・生徒の進路意識の高揚や、自己（進路）

実現のため、進路関係行事の実施計画

を立案・実施する。 

（進路体験行事、懐風館ｾﾐﾅｰ〈大学等の出

前講義〉等） 

・教育産業とも連携しながら、生徒の自

己実現に向けた意識高揚を図る取組み

の充実を図る。 

イ・進路指導体制構築のため、教職員研修

等を充実させる。 

・補習や進学講習など、生徒が自ら学ぶ

意欲を高め、参加するよう働きかけを

強め、その機会を充実させる。 

・家庭学習を習慣づけるための取組みを

推進する。 

（２） 

ア・「自主性」「自立・自律」「規範意識」「感

受性」など、豊かな人間性や人権感覚

を育むために、「総合的な学習の時間」

やＬＨＲを有機的に連携させながら学

年ごとの年間計画を作成し、実施する。 

 ・身近な生活の中で生起する人権課題

（SNSによるいじめ）や障がい者理解を

学ぶ機会を設けるなど、すべての教育

活動において、人権感覚を養う取組み

を行う。 

 

 

 

 

（１） 

ア・学校教育自己診断で「進路につい

ての情報提供が役立った」生徒の

割合を維持する。(H27 82%) 

イ・学校教育自己診断で「放課後や早

朝の補習や講習に参加している」

生徒の肯定的回答率が30%を上回

ること。(H27 26%) 

・学校教育自己診断で「授業以外

に 1 日あたり約 1 時間以上学習

（講習・家庭学習等）をしている」

生徒の肯定的回答率が3割を上回

ること。（H27 26％） 

（２） 

ア・学校教育自己診断で「人の生き方」

「命の大切さ」社会のルールを学

ぶ機会がある生徒の割合を維持

する(H27 78%)。 

・学校教育自己診断で「人権につい

て学ぶ機会がある」生徒が70%を

上回ること。（H27 69％） 

 

（１） 

ア・学校教育自己診断で「進路についての情報提供が

役立った」生徒の割合は、80％で前年をほぼ維持

できた。 

【評価 ○】 

イ・学校教育自己診断「放課後や早朝の補習や講習に

参加している」生徒の肯定的回答率は22％で前年

を4％下回った。 

【評価 △】 

・学校教育自己診断で「授業以外に 1 日あたり約 1

時間以上学習（講習・家庭学習等）をしている」

生徒の肯定的回答率は27％と前年を１％上回った

が、目標値には達しなかった。 

【評価 △】 

（２） 

ア・学校教育自己診断「人の生き方・命の大切さ・社

会のルールを学ぶ機会がある」生徒の割合は 

79％と前年を１％上回り、目標を上回った。 

【評価 ○】 

・学校教育自己診断「人権について学ぶ機会がある」 

生徒は64％で前年を５％下回った。 

これは、上記項目の結果とやや矛盾する結果であ 

り、生徒の受け止める「人権学習」という概念が 

少し狭いのではないかと分析する。 

【評価 △】 

 

 

地
域
と
連
携
し
た
安
全
・
安
心
で
、
魅
力
の
あ
る
学
校
づ
く
り 

 

（１）広報活動を強化し、

学校の魅力の発信 

ア 広報用資料の改定 

イ 中学校訪問、学校説

明会等広報活動のさら

なる充実 

ウ ＩＣＴ等を活用した

情報提供、広報の充実 

 

（２）地域と連携した取

り組みの推進 

ア 新教育課程の円滑な

実施に向けた地域連携

の強化 

イ 地域と連携した生徒

の自主的・主体的な活

動の推進 

ウ 地域や外部機関と連

携した教育活動の推進 

 

（１） 

ア・専門コースの設置や学校の様々な取組

みを、中学生や保護者に周知するため、

H29 年度入学生に向けた DVD など新し

い広報用資材を作成し活用する。 

イ 中学校訪問や学校説明会（部活動体

験・授業体験・学校体験等）を充実さ

せ、H28年度からの新教育課程の周知に

努める。 

ウ ・HPの随時更新や、本校の取り組み等

を発信し、広報に努めるとともに、メ

ール配信等により保護者への適切な情

報提供を行う。 

  ・学校広報用ＦＢの更新と学校から保護

者へのメール発信 

（２） 

ア 地域と連携した新しい教科・科目の準

備のために、地域の関連機関と連携し

て、準備を進める。 

イ・支援学校との交流先を一校から二校に

増やし、地元の各種イベントへの参加

や協力等の機会を増やし、生徒の自己

有用感を高める。 

・地域と連携した環境保全（カワバタモ

ロコ<絶滅危惧種>の保全等・環境美化

（通学路清掃等）の活動を行う。 

ウ・PTA・地域や外部機関と連携しながら、

生徒の安全や安心を高める取組みや環

境整備をすすめる。（環境美化・緑化、

熱中症対策や交通安全、心肺蘇生、薬

物乱用防止等） 

 

（１） 

ア ・新しいコースや類型を紹介する 

広報用ＤＶＤを作成し、ガイダ 

ンスで使用したり、ＨＰで閲覧 

できるようにする。 

イ ・中学校訪問回数や説明会等への

参加者を昨年以上とする。（H27

校内実施 562、校外実施686） 

ウ ・ＨＰ・ＦＢの更新数、メール等

の配信回数を昨年以上とする。 

（H27HP・FBの更新回数94回メール配

信回数124回） 

（２） 

ア ・H29 年度から始まる、地域と連

携した教科・科目（『サービス

ラーニング』入門及び実践）の

連携先との協議を進め、内容や

評価方法を決定する。 

イ ・それぞれの活動に参加する生徒

数 

（H27 支援学校との交流参加者

95人） 

ウ ・学校教育自己診断における「校

内の花や緑が増えた」の割合を

維持する。（H27 81％) 

 ・学校教育自己診断で「人の生き

方」「命の大切さ」社会のルール

を学ぶ機会がある生徒が70％を

上回ること(H26 69％) 

 

（１） 

ア・広報用の新DVDは完成（２月以降の行事を除く） 

  年度末にHPでの閲覧を可能にする予定である。 

【評価 ○】 

イ・学校説明会への参加者は校内実施が４９６人 

（１月末現在） 

校外実施が620人であった。 

【評価 △】 

ウ・HP・FB更新回数95回 

  メール発信回数121回 

【評価 △】 

（２） 

ア・『サービスラーニング入門・実践』の実習連携先と 

して近隣の２大学、１小学校、２認定こども園と 

の調整はできたが、具体的な内容や評価方法にま 

では至っていない。 

【評価 △】 

イ・支援学校との交流参加者数は、富田林支援が３０ 

名（交流を年２回から１回に減らしたため） 

文化祭時の展示や西浦支援の初等部との本校に 

おける交流が合計約10名となっている。 

【評価 △】 

ウ・学校教育自己診断「校内の花や緑が増えた」の 

割合は49％と激減しているが、PTAとの共同 

で玄関前の花のプランターを増やしたり、花水木 

を校内に10本植樹をした。生徒の認識とかけ離 

れていることは、生徒に植樹作業や水やり作業 

に関わらせていないからではないかと分析して 

いる。 

【評価 △】 

 ・学校教育自己診断で「人の生き方・命の大切さ・

社会のルールを学ぶ機会がある」生徒は79％と

増加した。 

【評価 ○】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


